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臨 時 会
　平成１９年第２回臨時会

が３月２８日に開催され、

「財産の取得」に関する議案

を審議しました。

町が公社用地を取得
２２億６,５０９万円

（賛成１５・反対１で可決）

【
こ
れ
ま
で
の
経
過
】

　

平
成
３
年
４
月
、
鞍
手
町
土

地
開
発
公
社
は
、
学
校
法
人
宮

本
学
園
と
の
間
に
お
い
て
、
学

園
が
計
画
す
る
学
校
建
設
用
地

と
し
て
、
協
定
書
・
覚
書
を
取

り
交
わ
し
、
公
社
が
所
有
す
る

小
牧
用
地
を
平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で
に
分
割
譲
渡
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

宮
本
学
園
は
そ
の
協
定
書

等
に
基
づ
き
、
用
地
の
一
部

買
取
り
を
行
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
学
園
は
経
営
不
振

に
陥
り
、
平
成
13
年
10
月
、

経
営
は
学
校
法
人
国
際
電
子

整
備
学
園
に
変
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
８
月
、
学
園
の
土
地
建

物
が
競
売
に
よ
り
売
却
さ
れ

た
た
め
、
学
園
は
事
実
上
経

営
破
綻
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
町
で
は
、
公
社
・
町
・
議

会
で
公
共
用
地
利
用
対
策
会

議
を
設
置
し
今
後
の
対
応
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
際
電
子

整
備
学
園
か
ら
、
多
額
の
負

債
を
抱
え
、
資
力
も
な
い
現

状
で
は
、
公
社
用
地
の
買
取

り
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、

町
及
び
公
社
に
対
し
、
こ
の

協
定
書
・
覚
書
の
解
約
を
求

め
る
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
。

【
提
案
理
由
】

　

町
及
び
公
社
で
は
、
学
園
の

経
営
状
況
や
資
産
の
保
有
状
況

等
か
ら
、
協
定
書
・
覚
書
の
解

約
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
考

え
、
解
約
後
の
対
応
策
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
公
社
が
所
有
し

て
い
る
用
地
の
す
べ
て
を
こ
こ

で
一
旦
、
町
が
買
い
取
り
、
そ

の
後
、
改
め
て
用
地
の
処
分

等
に
つ
い
て
検
討
協
議
し
て
い

く
こ
と
が
最
善
の
方
策
と
判
断

し
、
今
回
提
案
し
ま
し
た
。

取得する財産（公社所有地）

取得面積    １０６,８７４．６６㎡

小牧用地  ８８,３０７.６３㎡
宗春用地  １３,６４４.００㎡
西牟田用地  ４,９２３.０３㎡

行　政　報　告
（泉水最終処分場の用地取得）

　

昭
和
62
年
、
生
活
環
境
を
保

全
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図

り
、
廃
棄
物
処
理
が
円
滑
に
推

進
で
き
る
施
設
と
し
て
、
新
延

に
泉
水
最
終
処
分
場
が
建
設
さ

れ
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、

資
源
化
等
の
中
間
処
理
施
設
及

び
最
終
処
分
施
設
と
し
て
稼
動

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
用
地
は
、
借
地

で
あ
り
、
昨
年
６
月
頃
、
そ
の

所
有
者
か
ら
動
産
や
処
分
場
の

土
地
を
含
む
不
動
産
を
整
理
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
３
月
19
日
に
「
じ

ん
芥
処
理
施
設
組
合
正
副
組
合

長
会
議
」
を
開
催
し
、
用
地
を

取
得
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

翌
３
月
20
日
に
所
有
者
と
仮

売
買
契
約
を
取
り
交
わ
し
、
３

月
27
日
の
じ
ん
芥
処
理
施
設
組

合
定
例
議
会
に「
財
産
の
取
得
」

議
案
と
し
て
提
案
し
、
議
決
を

得
ま
し
た
。

【
買
収
面
積
】

　
　

１
万
７
５
４
３
㎡

【
買
収
金
額
】

　
　

１
億
６
７
９
６
万
円泉水最終最終処分場




